
 

 

［成果情報名］マトリゲルによるウシ卵母細胞・顆粒膜細胞複合体の選択的な生存および発育  

［要約］発育途上のウシ卵母細胞を 14 日間培養して発育させる際、マトリゲル上で培養する

と、死滅する卵母細胞は無処理の培養皿よりも多いが、生存することのできた卵母細胞の

直径は無処理の培養皿よりも大きく、成熟率も高い。  
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［背景・ねらい］ 

 ウシ卵巣内には多くの発育途上卵母細胞が存在するが、ほとんど全ては卵巣内で死滅す

る。培養技術を使って卵子にすることができれば優良家畜の増産等に利用できる。ウシ卵

母細胞を発育させる培養システムは開発されているが、生体内と同等まで発育させるには

至っておらず、培養条件の改善が課題である。生体内では基底膜に接している顆粒膜細胞

が、体外では培養基質に接着することから、基底膜マトリックス成分であるマトリゲル上

で卵母細胞・顆粒膜細胞の複合体を培養し、効率的に発育させることを目指す。  

 

［成果の内容・特徴］ 

１．直径 87～104 µm の発育途上の卵母細胞・顆粒膜細胞の複合体を、4%ポリビニルピロ

リドン（平均分子量 36 万）、5%ウシ胎児血清等を添加した培養液で 14 日間発育させ

る場合、マトリゲルを塗布した上に複合体を接着させると、顆粒膜細胞が増殖する複合

体と、増殖しない複合体に明瞭に分かれる（図１）。増殖しない複合体の内部では卵母

細胞は死滅している。  

 

２．マトリゲル上で培養した卵母細胞の生存率は、無処理の培養皿における値よりも有意

に低い（図２）。別の細胞接着因子であるフィブロネクチン上では生存率が低下しない

ことから（図２）、無処理の培養皿が優れているのではなく、マトリゲルに生存率低下

の原因がある。  

 

３．マトリゲル上で 14 日間生存することのできた卵母細胞の平均直径は、無処理の対照区

における直径よりも有意に大きい（図３）。  

 

４．マトリゲル上で生存していた卵母細胞の成熟率は対照区よりも有意に高い（図４）。

体外発育に供した卵母細胞を母数とした場合には有意な差は認められない。  

 

５．結果として、マトリゲルは良好に発育しうる卵母細胞を選択している。  

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．単なる細胞増殖促進に終わらず、顆粒膜細胞の機能の解明に活用できる。  

 

２．ウシ発育途上卵母細胞の主な培養条件は、平成 17 年度東北農業研究成果情報

（http://www.naro.affrc.go.jp/top/seika/2005/tohoku/to05022.html）および平成 18 年度東北

農業研究成果情報（http://www.naro.affrc.go.jp/top/seika/2006/tohoku/to06026.html）に基

づくものである。  



 

 

［具体的データ］ 
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対照区
Falcon #1008 マトリゲル コーティング

図１ 異なる培養基質上における卵母細胞・顆粒膜細胞
複合体の形態

矢印は死滅卵母細胞を示す．

対照区 計14個の複合体、マトリゲル区計12個の複合体.

図４ 異なる基質上で培養した卵母細胞の成熟率

nは生存卵母細胞数

* 2群間の差は有意.
（P < 0.05, Fisher exact test ）
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図２ 異なる基質上で培養した卵母細胞の生存率
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図３ 異なる基質上で培養した卵母細胞の直径

Day 14

Day 14のnは生存卵母細胞数

** 2群間の差は有意．
(P < 0.01, Student t-test ）
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